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秋にたなびく穂を見ていると，はて，これはススキなのか

オギなのかと頭をひねることがある。オギは草丈 1～2.5mの

イネ科の多年草で日本全土に分布している。その形態はかな

りススキと似ているが，よくよく観察すれば両者の様々な違

いを見つけることができる。大雑把に言えば，ススキは株立

ちになり比較的乾いた土地に生えるのに対し，オギは茎が一

本ずつ立ち上がりやや湿った土地に生育し，河川の高水敷な

どで大きな群落を形成することがある 1, 2）。こうした生態的

特性をもつオギであるが，緑化植物として利用されていると

いう話はあまり聞いたことがない。 

ところで話は河川整備工事になるが，多くの河川ではその

整備工事時に，低水路とともに高水敷が造成される。高水敷

がかなり広い場合にはグラウンドや公園として利用されるこ

とがあるが，それほどの広さがない場合には裸地のまま放置

されることが多い。裸地のまま放置された高水敷は 1年も経

たないうちに何らかの植物で緑に覆われることになるが，こ

の“何らかの植物による緑”がかなり問題となっている。な

ぜならば，ほとんどの場合“何らかの植物による緑”はネズ

ミムギやオオブタクサあるいはセイタカアワダチソウなど競

争力の強い外来種によって構成されているからである。河川

整備の目的に，治水，利水に加え河川環境（水質，景観，生

態系等）の整備と保全が位置付けられた 1997 年の河川法の

改正から 16 年が経過し，水域と陸域とをつなぐ植生の修復

に対しては一定の成果が上がるようになってきた。しかし，

高水敷の緑化は水際のそれと比べ十分に検討されてきたとは

言い難い。その原因はおそらく，水際に比べて面積が広いこ

と，生物多様性への配慮から在来種である必要があること，

そして，これらの条件をクリアできる植物が市場にほとんど

流通してないことが原因と考えられる。だから，高水敷は裸

地のまま放置されることが多いのだろう。 

こうした現状に対し，ある河川整備の現場で高水敷の植生

にオギを使いたいと考えた。待っていても緑化資材としてオ

ギが市場に流通される気配はないため，自らオギを生産する

ことにした。当然のことながら種子は市場に流通していない

のでその採集からはじめる必要があった。しかし幸いにもそ

の辺の河川に普通に生育していたので，多数の種子を採集す

ることができた。種子の採集は2010年 11月 30日に行い，4℃

で乾燥冷蔵保存した後，2011 年 5 月 12 日と 23 日に播種を

行った。発芽率はそれぞれ 68%および 58%であった。次に高

水敷に植栽するにあたり，どのような大きさや形状の苗をつ

くるかを検討しなければならなかった。公園や都市の緑化で

は十分な管理の目が行き届くが，ひとたび造成されれば放置

されるのが高水敷である。そのためオギの導入にあたっては

次の条件が必要となる。まずは，出水などによって流出しな

いよう，①植栽時に確実に固定できること。次いで，工事後

には広い裸地が形成され，初期成長の早い外来種が一斉に発

芽成長することが多いため，②苗は競争力のある大型のもの

であること。欲を言えば外来種の種子の発芽を抑制したいの

で，③裸地を植生で覆ってしまうことができること。の 3つ

であった。こうした条件を満たしたものとして 1m×1mのマ

ット状のオギの苗を生産することとした。 

さて，苗ができたら，検討内容が実際の現場でどの程度機

能するかを調べなければならない。2011年 3月に愛知県を流

れるある河川にマット状のオギ苗を設置した（写真-1）。施

工からおよそ 1年半が経過した 2012 年 9月時点では高水敷

にはオギ群落が形成された（写真-2）。写真から明らかな様

に，植栽が行われなかった範囲ではオオアレチノギクやヒメ

ムカシヨモギなどの荒地雑草が繁茂したが，この時点ではオ

ギ群落に著しい外来種の侵入は認められていない。この時点

ではオギによる高水敷の緑化がうまくいったと言えるだろう。

しかし，単純にオギが緑化植物として高水敷に対して適して

いると言うことはできない。なぜならば，高水敷は出水によ

り定期的あるいは不定期に攪乱される立地である。また，し

ばしば起こることであるが，河道が縦浸食を受けることで高

水敷と水面との比高が高くなることがある。すると，はじめ

湿潤であった高水敷は時間とともにやや乾いた立地に変化す

る場合がある。こうした環境において形成されたオギ群落が

どのくらいの期間維持されるかはまだ分からない。やはり緑

化植物の検討とともに，現場の長期にわたる調査と，そこか

ら得られた結果の適用の両方が緑化を成功させる上で必須で

あろう。 
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写真-2 施工から 1 年半が

経過した状況 



 
オギのマット状苗の生産状況。 

 

 

 
オギのマット状苗を現場に固定している状況。 

出水などで流出しないように杭で固定している。 

 

 
設置後に出芽したオギのマット状苗の状況。 


